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論文内容の要旨

[研究目的]

味覚は，口腔特有の感覚のひとつであり，食物中から溶出した味物質が主として舌や軟口蓋に分布する味奮を刺激

することによって認識される。一方，硬口蓋においても，酸味と苦味が感知されること，また感覚点が多く分布して

いることなどが報告されており，味覚を感知する上で重要な役割を果たす部位であると考えられる。日常臨床におい

て，硬口蓋を義歯床が被覆することによって生じる味覚の変化について様々な要因が考えられるが，これを系統立て

て検討した報告はなしこのことは口蓋部の床形態を設計する上においても重要な課題である。

そこで本研究は，上顎義歯にとって重要な床下組織である硬口蓋を義歯床が被覆することによって味覚に及ぽす影

響を探ることを目的として，有歯顎者に対して上顎義歯を想定した実験用口蓋床(以下，実験床とする)を各種装着

させ，味覚に影響を及ぽす要因，ならびに味覚と岨瞬機能との関連性について検討を加えた。

[実験方法]

実験 1 .実験床が硬口蓋を被覆することによる味覚の変化について

被験者として，第三大臼歯以外に欠損を認めず味覚が正常域である 100名 (22"-'28歳)を選択し，各検査に対して50

名ずつ供した。実験床は，その周縁を口蓋側歯頚部に，後縁をアーラインにそれぞれ設けた厚さ 1.5mm のレジン床と

し，未装着時，装着直後および 2 週間後において全口腔法，岨H爵法および漉紙ディスク法による味覚検査を行い，四

基本味(甘味，塩味，酸味，苦味)の味覚関値を求めた。まず全口腔法では，各味質の被験溶液を濃度の低いものか

ら I1聞に口に含ませ味覚関値を求めた。次に岨瞬法では，阻日爵運動を想定した運動が可能な被験試料を用い，被験者に

通常の岨輯運動を行うよう指示し味覚関値を求めた。さらに漉紙ディスク法では，舌および軟口蓋に対し神経支配の

異なる 3 か所(鼓索神経，舌咽神経，大錐体神経の各支配領域)に，各被験溶液を浸した漉紙ディスクを 3 秒間接触

させ味覚関値を求めた。

実験 11. 実験床の形態とす法が味覚に及ぼす影響について

実験 I と同じ基準に加え，自覚的ならびに他覚的に顎関節および岨闘筋に異常を認めない20名 (24"-'28歳)の被験者
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を選択した。各被験者に対し実験 I と同じ形態の実験床(基本床)と，被覆面積の小さい半被覆床，さらに基本床の

厚さを変化させた 3 種類の床の計 5 種類の実験床を製作した。半被覆床は，切歯乳頭と口蓋小嵩を結ぶ線分の中央と

ハミュラーノッチを移行的に結んだ馬蹄型の床とした。厚さについては， A床は基本床全体を， B床は口蓋の前方 1/

3 のみを，また C床は口蓋の後方 2/3 かつ歯頚部寄りの 1/3 をそれぞれ3.0mm とし，各実験床装着時において味覚検

査と岨輯機能検査を行った。まず阻日爵法を用い，塩味と苦味について前実験と同様に認知関値を求めた。次に岨輯能

率診査では， 10秒間習慣性岨輯側にてグミゼリーを阻輔させた時のゼラチン溶出量を測定した。さらに下顎運動測定で

は，グミゼリー阻瞬時の下顎切歯点の動きを MKG にて記録し，阻輔前期，阻H爵中期および岨日国後期に区分して分析

を行った。時間的項目としては，開口相時間，閉口相時間，岐合相時間および岨鴎周期を，また距離的項目としては，

垂直的，前後的および側方的最大移動量を分析項目とした。

[実験結果ならびに考察]

実験 I では，実験床が硬口蓋を被覆することによって，甘味に対する影響は小さいが，それ以外の味質では認知関

値が高くなる傾向を示した。これは，床装着によって硬口蓋部からの体性感覚情報が変化したこと，阻輯運動が変化

したことによるものと考えられる。さらに，実験床が被覆していない舌や軟口蓋における認知関値も装着直後で高く

なり，味覚の感受性の低下に関与したものと考えられる。これらの変化はいずれも時間の経過とともに小さくなり，

認知関値が 2 週間後で回復傾向を示すことから，床装着という刺激に対して馴化および順応の影響を受けたものと考

えられる。

次に実験 II では，半被覆床を除く全ての実験床装着時の味覚検査，阻日爵能率診査および下顎運動測定において，認

知関値の上昇，岨輯能率の低下，開口相時間の延長に伴う岨輯周期の延長，および下顎運動の安定性の低下が認めら

れた。すなわち，実験床の装着によって生じる岨輔機能の変化が味覚に影響を及ぼす要因のひとつとして考えられる。

さらに，床形態を変化させた場合，被覆面積の広い方が，また部分的に厚さを増した方が岨闘機能に大きな影響を及

ぼした。すなわち，臼歯部の厚さの増加によって，軟口蓋から咽頭にかけて存在する味蓄に味物質が到達しにくくな

るものと考えられる。

[結論]

義歯床が硬口蓋を被覆することによる味覚の変化の要因として，硬口蓋部からの体性感覚情報の変化によって心理

的な味の対比効果が生じること，床の装着ならびに床形態の違いによって岨輯運動が変化し，味物質が味蓄に到達し

にくくなること，また味蓄を床が直接被覆することが考えられ，さらに上昇した認知関値を低下させるためには，あ

る一定の期間を要する以外に，味物質が味蓄に到達しやすくなるような岨輯運動の回復に有効な床の形態的配慮も重

要であることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，義歯床が硬口蓋を被覆することによって味覚に及ぼす影響を知ることを目的として行ったものである。

その結果，床の装着による味覚の変化の要因として，硬口蓋部からの体性感覚情報の変化によって心理的な味の対

比効果が生じること，阻輔運動が変化すること，また味奮を床が直接被覆することを挙げ，さらに上昇した認知関値

を低下させるためには，ある一定の期間を要する以外に，味物質が味蓄に到達しやすくなるような岨暢運動の回復に

有効な床の形態的配慮が重要であることを示した。

以上のことより，本研究は義歯装着によって生じる味覚の変化の要因を明らかにし，さらに硬口蓋部の床形態を設

計する際の補綴治療上有益な示唆を与えるものであり，博士(歯学)の学位請求に値するものと認める。
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